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氏 名 Mohammed Elsayed Lotfy Elsayed Abouzeid 
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御と有効電力平滑化に関する研究）

審査要旨 (20 0 0字以内）

化石燃料に依存してきた電力供給体制から再生可能エネルギー等を利用した脱炭素社会を目指す電

力供給体制の柄築は愁眉の課題である。再生可能エネルギーを利用した電力供給システムに移行するた

めには、経済性等を考慇すると現行の電力供給システムから徐々に再生可能エネルギーを導入した電力

供給システムヘ変更することになる。このような過渡的な電力供給システムにおいては再生可能エネル

ギーを活用した発電側の対応とスマートシティや亀気自動車 (EV)等の脱炭素社会構築に向けた負荷

側機器の新たな活用や制御を考慮し、次世代の電力需給体制を検討すべきである。

（次頁へ続く）



審査要旨

近年の電力供給方式として再生可能エネルギーや分散型電源等の導入によりマイクログリッドによる

電力供給方式が検討されている。本エネルギー供給システムでは、再生可能エネルギーはもとより分散

型電源でこれまで有効利用されていない排熱等を有効活用して都市の冷熱や温熱を供給することが可能

である。従って、脱炭素社会を構築するための移行期における重要な総合エネルギー供給システムであ

るといえる。

マイクログリッドで多数の再生可能エネルギー発電設備を導入すると発電盤の増加減に応じて電力品
• ．ー ：．”

質が変化する．。八特に交流電力の周波数と供給電圧を一定値で供給することは重要であり、これまでも多

数の制御手法が提案されてきている。また、近年では再生可能エネルギー発電設備に留まらず、燃料鼈

池、蓄電池、｛水電解装置、電気自動車、ヒートポンプ等の可制御機器が電力需要家へ配置される状況で

ある。このため、電力供給側の観点だけでなく、電力需要家からの貢献により電力品質を改善すること

も可能である。

本論文は、従来の分散型電源に留まらず再生可能エネルギー発電設備、可制御機器等を多数導入した

マイクログリッドの電力供給品質である負荷周波数を制御するための制御方法に関する検討を行ってい

る。また、電力系統に大規模な風力発電設備を導入し、風力発電設備の発電電力を調整することにより

電力系統の系統周波数を制御する手法を提案しているC 本論文において提案された負荷周波数制御手法

（または系統周波数制御手法）の内容をまとめると下記のとおりである。

1. 分散型電源（ディーゼル発電機）と風力発電機を含むマイクログリッドにおいて超伝導エネルギー

貯蔵装置を制御することで編力平滑化と負荷周波数制御器を最適化手法を用いて設計する手法を提

案している。

2. 分散型電源、再生可能エネルギー発電設備、蓄電池、燃料電池、水電解装置、電気自動車等を組み

合わせて電力平滑化と負荷周波数制御を達成する手法を提案している。

3. 最適化手法を用いて調整されたファジー制御器を導入して分散型電源、再生可能エネルギー発電設

備、可制御機器を活用してマイクログリッドの負荷周波数を制御する手法を提案している。

4. 小規模電力系統において大規模に風力発電システムを導入した際の電力系統周波数制御手法を提案

している。系統周波数制御器として遺伝的アルゴリズムに基づくファジー制御器を達入しており、

制御器のパラメータ調整を容易としているc

上述のように、本論文は再生可能エネルギーをマイクログリッドに導入する際の霞力品質確保のため

に重要な技術を提案したものである。分散型電源設備と再生可能エネルギー発電設備の協調運転により

化石燃料の大幅な削減が可能である。このため、将来における脱炭素社会構築のために重要な制御技術

であるといえる。

したがって、本研究成果は工学的に有用であり、提出された学位論文は博士の学位論文に相当するも

のと判断し学位論文の審査を合格とする。また、論文発表会における発表ならびに質疑応答において、

申請者は専門分野および関連分野の十分な知識ならびに十分な研究能力を有していることが確認できた

ので最終試験を合格とする。さらに学力確認のための外国語筆記試験において優秀な成績を修めたので

学力試験を合格とする。


